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(右から)
水田晃公さん・増田樹生さん・
成瀨省吾さん・古枝由行さん・
宮内信伍さん・山口巧聖さん・
𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
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　津
波
発
生
を
想
定
し
、
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
自
宅
等
か
ら
安
全
な
高
台

ま
で
避
難
す
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　避
難
時
は
「
火
の
始
末
」
や
「
戸
締
り
」
に
も
注
意
。
訓
練
終
了
後
は
「
避
難
経
路
の
危
険

箇
所
の
有
無
」「
避
難
時
間
」「
家
族
と
の
連
絡
方
法
」
な
ど
に
つ
い
て
家
族
や
地
域
で
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
。
海
岸
か
ら
離
れ
た
津
波
浸
水
想
定
の
無
い
地
区
で
は
、「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」

や
災
害
に
備
え
た
確
認
が
必
要
で
す
。

※�
詳
し
く
は
広
報
お
お
い
そ
10
月
号
と
同
時
配
布
予
定
の
水
色
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

津
波
浸
水
想
定
の
無
い
地
区
に
は
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
落
下
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
は
、
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝

え
る
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
を
活
用
し
て
、
防
災
行

政
無
線
で
サ
イ
レ
ン
音
と
と
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
流
す
ほ
か
、
携
帯
会
社
に
よ
る
エ
リ
ア
メ
ー

ル
等
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

等
に
よ
り
緊
急
情
報
が
発
信
さ
れ
ま
す
。

　情
報
が
発
信
さ
れ
た
ら
、
落
ち
着
い
て
直
ち

に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
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で
き
る
限
り
頑
丈
な
建
物
や
地
下
に
避
難
。

●
建
物
が
な
い
場
合
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物
陰
に
身
を
隠
す
か
、
地
面
に
伏
せ
て
頭
部

を
守
る
。

●
屋
内
に
い
る
場
合

　

�

窓
か
ら
離
れ
る
か
、
窓
の
な
い
部
屋
に
移
動

す
る
。
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く
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●
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い
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場
合

　

�

口
と
鼻
を
ハ
ン
カ
チ
で
覆
い
、
現
場
か
ら
直

ち
に
離
れ
、
密
閉
性
の
高
い
屋
内
ま
た
は
風か

ざ

上か
み

へ
避
難
す
る
。

●
屋
内
に
い
る
場
合

　

�

換
気
扇
を
止
め
、
窓
を
閉
め
、
目
張
り
を
し

て
室
内
を
密
閉
す
る
。
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津
波
避
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訓
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実
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10
月
22
日
（
日
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午
前
9
時
〜
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出
場

 
お
め
で
と
う
！

中
学
校
体
育
大
会

一般的な訓練の流れ
午前９時　防災行政無線で緊急地震速報の放送

▼
安全確保行動　シェイクアウトを実施

　放送に合わせて各自で
　｢まず低く→頭を守り→動かない」

　の安全確保行動を実施。
▼

防災行政無線で大津波警報の放送
▼

高台などへ素早く避難！
（可能なら隣近所に声かけをして）
すぐに近くの高台、地域で定める
『いっとき避難場所』へ避難。

※ 各地域の『いっとき避難場
所』は配布チラシの裏面に
記載されています。

※ 津波浸水想定の無い地区で
は、放送に合わせてシェイ
クアウトや避難場所、家族
との連絡方法、備蓄品の確
認を。

　弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の

 

行
動
に
つ
い
て
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　今年で64回となる「おおいそ文化祭」を開催します。

　生涯学習館をはじめ、保健センター、図書館、旧吉田茂邸、国府支所などの

会場では、10月21日（土）～22日（日）の２日間で各団体の日ごろの成果を展

示、発表します。また、一般応募作品の展示を行う「おおいそ美術展」は郷土

資料館本館にて10月27日（金）～29日（日）に開催します｡　期間中は、各地区

会館において、地区主催の文化祭が行われますので、こちらもぜひご覧ください。

　今年も、善福寺の国指定重要文化財「木造伝了源坐像」などの特別公開をは

じめ、民間工房の企画展も加わり、味わい深い文化祭です。

　詳細は、「第64回おおいそ文化祭パンフレット」をご覧ください。

� 問生涯学習課　内線329

▶ 交通　ＪＲ大磯駅から神奈中バス
　　　　�（系統　磯01・磯14の馬場・大磯住宅

経由二宮駅北口行き「城の下」バス停

下車）

※�駐車場が少ないためバスをご利用ください。

問横溝記念まつり実行委員会(ジョブコーチ大磯）
� ☎（61）3030

　町内の障がい福祉関係者が集まり、地域交流と障がいに対する

理解を深めるために開催している横溝記念まつりが今年で15回目

を迎えます。

　障がい者の方の作品発表や障がい福祉活動の展示、バザー、高

齢者や子どもたちも楽しめる体験コーナーのほか、特別企画もあ

ります。ぜひご来場ください。

▶ とき　10時（式典の開始時間）
　　　　10時15分～14時（バザー等催し物の開催時間）

▶ ところ　横溝千鶴子記念障害福祉センター『すばる』
▶ 主な内容　○作品発表・活動展示
　　　　　　○バザー、パン等の販売

　　　　　　○国府小学校音楽クラブの演奏等

▶ とき　13時～16時
▶ ところ　�聖ステパノ学園（海の見

えるホール）

▶ 基調講演　13時10分～14時30分
▶ �テーマ　｢田舎回帰と地域のなり
わい―起業と継業の観点から―」

▶ �講師　筒井　一伸氏（鳥取大学地
域学部地域創造コース　教授）

▶ �パネルディスカッション　14時40
分～16時

▶ �テーマ　｢私達がつくる未来の大
磯像」

▶ �アドバイザー　筒井　一伸氏、　
嵩　和雄氏(認定NPO法人ふるさ

と回帰支援センター　副事務局長）

▶ �コーディネーター　年名　佐葉子
（NPO法人大磯だいすき倶楽部

副理事長）

▶ �定員　190人(定員になり次第締切）
▶ 費用　500円
問・申氏名・住所・Eメール・電話
番号を「NPO法人大磯だいすき倶

楽部」まで

HP　https://www.oiso-odc.com/

FAX　（72）8805

☎090（1586）0567

問産業観光課　☎内線334

▶ �パネラー
　�渡邊　幹氏（大磯町新規農業就農

者）、

　�辻井　将氏（大磯「湘南定置網」

漁労長）、

　�たかしま　てつを氏(At　GALLERY

　N’CAFE店主）、

　庄子　詩子氏(｢maru庄屋」店主）、

　�峰岸　渉氏（老舗和菓子屋「三引

屋」４代目）、

　�福島　圭介氏（株式会社ピースフ

ル代表）

10月21日（土)～11月５日（日）

第64回おおいそ文化祭

第15回 横溝記念まつり
 10月22日（日）

さあ、大磯で
　私たちの物語をはじめよう
 10月８日（日)

テーマ 第５回


